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と　ま　り　議　会　だ　よ　り

会期　９月24日～30日

平成
27年

第３回 定 例 会

　

平
成
二
十
七
年
第
三
回
泊
村
議
会
定
例
会
は
、
去
る
九
月
二
十
四
日
に
招
集
さ

れ
、
会
期
を
三
十
日
ま
で
の
七
日
間
と
定
め
、
開
会
初
日
二
十
四
日
は
、
議
長
の

諸
般
の
報
告
と
村
長
か
ら
行
政
報
告
、
教
育
長
か
ら
教
育
行
政
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、
報
告
一
件
を
審
議
採
決
、
そ
の
他
の
議
案
六
件
と
決
算
認
定
七
件
の
提
案
理

由
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
監
査
委
員
か
ら
決
算
に
お

け
る
内
容
審
査
の
結
果
報
告
を
受
け
た
後
、
全
員
構
成
に
よ
る
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
内
容
審
査
を
付
託
し
延
会
し
ま
し
た
。

　

二
十
八
日
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
後
、
決
算
認
定
を
除
く
議
案
六
件
を
審

議
採
決
し
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

　

二
十
九
日
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
平
成
二
十
六
年
度

各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
七
件
を
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
認
定
す
る
も
の
と

決
定
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
会
議
を
再
開
し
、
平
成
二
十
六
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

の
七
件
を
承
認
、
更
に
、
意
見
案
二
件
の
審
議
採
決
を
行
い
、
全
日
程
を
終
了
し
、

会
期
を
一
日
残
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

報　
　
　
　

告

平
成
二
十
六
年
度
泊
村
財
政
健
全
化
判
断
比

率
等
の
報
告

監
査
委
員
に
よ
る
審
査
意
見

□
健
全
化
判
断
比
率
の
実
質
公
債
比
率
の
み

　

が
二 

・ 

八
％
と
な
っ
て
い
る
が
基
準
の
二

　

十
五
％
と
比
較
し
て
下
回
っ
て
お
り
健
全

　

な
状
態
に
あ
る
。

□
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
比
率
に
つ
い

　

て
、
基
準
の
二
十
％
に
比
較
し
て
も
資
金

　

に
不
足
を
生
じ
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
。

泊
村
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

関
係
法
律
等
の
整
備
に
伴
う
、
所
要
の
改

正
で
す

泊
村
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

行
政
手
続
き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法

律
で
す
。

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更

に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

組
合
の
脱
退
及
び
加
入
に
伴
う
、
規
約
の

変
更
で
す
。

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
組
合
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

組
合
の
脱
退
及
び
加
入
に
伴
う
、
規
約
の

変
更
で
す
。

条
例
の
改
正

審

議

し

た

議

案
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北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組

合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
…
…
…
原
案
可
決

　

条
文
を
適
正
な
表
現
に
改
め
る
た
め
の
改

正
と
、
組
合
の
脱
退
及
び
加
入
に
伴
う
、
規

約
の
変
更
で
す
。

平
成
二
十
七
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
） …
…
…
…
…
原
案
否
決

小
樽
・
後
志
地
域
に
お
け
る
周
産
期
医
療
体

制
を
守
る
意
見
書
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た

施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

平
成
二
十
六
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
歳

入
歳
出
決
算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
認
定

　

歳
入
総
額　
　

四
、
〇
六
一
、
〇
〇
三
千
円

　

歳
出
総
額　
　

三
、
九
九
五
、
五
六
五
千
円

　

差
引
額
（
財
政
調
整
基
金
積
立
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

五
〇
、
四
五
四
千
円

　
　
　
　

 

（
繰
越
明
許
費
繰
越
額
）

 

一
四
、
九
八
四
千
円

平
成
二
十
六
年
度
古
宇
郡
泊
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
…
…
…
…
認
定

　

歳
入
総
額　
　
　

 

一
一
九
、五
九
六
千
円

　

歳
出
総
額　
　
　

 

一
一
九
、三
五
七
千
円

　

差
引
額　
　
　
　
　
　
　
　

二
三
九
千
円

平
成
二
十
六
年
度
古
宇
郡
泊
村
国
民
宿
舎
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
…
…
…
…
…
…
認
定

　

歳
入
総
額　
　
　
　

 

五
五
、六
〇
〇
千
円

　

歳
出
総
額　
　
　
　

 

五
五
、六
〇
〇
千
円

　

差
引
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
千
円

平
成
二
十
六
年
度
古
宇
郡
泊
村
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
…
…
…
…
認
定

　

歳
入
総
額　
　
　
　

 

六
三
、九
二
九
千
円

　

歳
出
総
額　
　
　
　

 

六
三
、九
〇
七
千
円

　

差
引
額　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
二
千
円

平
成
二
十
六
年
度
古
宇
郡
泊
村
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
認
定

　

歳
入
総
額　
　
　
　

 

四
三
、七
九
〇
千
円

　

歳
出
総
額　
　
　
　

 

四
三
、七
八
五
千
円

　

差
引
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
千
円

平
成
二
十
六
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
認
定

　

歳
入
総
額　
　
　

 

二
四
一
、九
九
六
千
円

　

歳
出
総
額　
　
　

 

二
四
一
、九
九
一
千
円

　

差
引
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
千
円

平
成
二
十
六
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
認
定

　

歳
入
総
額　
　
　
　

 

二
七
、五
〇
八
千
円

　

歳
出
総
額　
　
　
　

 

二
七
、一
八
一
千
円

　

差
引
額　
　
　
　
　

 
   

 
 

三
二
七
千
円

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
同
意

　

泊
村
教
育
委
員
高
島　

聡
氏
の
任
期
満
了

に
伴
う
再
任
が
満
場
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

平
成
二
十
七
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）
 …
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
、
一
一
四
千
円
を

追
加
し
、
総
額
三
、九
五
八
、
九
九
〇
千
円
と

し
ま
し
た
。

補

正

予

算

意

見

書

決

算

認

定

平成27年

第
四
回 

臨
時
会

会
期　

八
月
三
日

審

議

し

た

議

案

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
手続きは簡単です

住所・氏名・年齢を受付簿に記入
するだけの簡単な手続きです　　

　　　　　　お気軽にどうぞ…
定例会は、３月・６月・９月・12月の年４回です
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小
林　

常
次 

議
員

 

泊
村
長
選
挙
へ
の

 

三
選
出
馬
に
つ
い
て

　

泊
村
長
選
挙
へ
の
三
選
出
馬
に
つ
い
て
、

牧
野
村
長
は
、
平
成
二
十
年
一
月
か
ら
、
二

期
八
年
に
わ
た
り
急
逝
さ
れ
た
佐
藤
淳
一
村

長
の
路
線
を
引
き
継
い
で
、
第
三
次
泊
村
総

合
計
画
の
具
現
化
に
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
、
ま
た
、
平
成
二
十
三
年
度
に
は
、
第
四

次
泊
村
総
合
計
画
を
策
定
さ
れ
て
、
鋭
意
執

行
さ
れ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
泊
中

学
校
体
育
館
・
学
校
共
同
調
理
所
・
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
及
び
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
と

ま
り
保
育
所
・
公
営
住
宅
の
改
築
な
ど
、
村

民
の
要
望
と
議
会
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

積
極
果
敢
に
村
政
を
進
め
て
来
ら
れ
ま
し

た
。

　

来
年
一
月
に
任
期
満
了
に
伴
う
泊
村
長
選

挙
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
牧
野
村
長

は
、
三
選
出
馬
を
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
第
四
次
総
合
計
画
が
、
来
年
六

年
目
を
迎
え
、
各
種
の
懸
案
事
業
で
ご
ざ
い

ま
す
、
更
に
は
、
山
積
し
て
い
る
課
題
、
特

に
、
基
幹
産
業
の
水
産
業
・
商
工
業
・
観
光

業
、
更
に
は
、
村
民
の
福
祉
向
上
と
医
療
問

題
、
住
環
境
の
振
興
、
教
育
行
政
の
向
上
な

ど
、
更
に
は
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
多

く
取
り
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
諸
課
題
が

残
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
こ
と
か
ら
、
一
定
の
目
途
を
目

指
し
た
中
で
、
村
民
へ
の
責
任
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
三
選
の
出
馬
に
つ
い

て
、
立
起
を
す
る
こ
と
を
表
明
す
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
お
あ
り
か
と
思
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
議
員
の
皆
さ
ん
方
始
め
、

村
民
の
皆
さ
ん
方
の
更
な
る
ご
支
援
を
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の

お
話
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
、
村
長
か
ら
来
年
一
月
の
泊
村

長
選
挙
に
三
選
出
馬
の
意
向
が
示
さ
れ
、
ま

た
、
今
、
述
べ
ら
れ
ま
し
た
け
ど
も
、
昨
今

の
泊
村
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
国
や
道
の
経

済
状
況
は
若
干
安
定
化
に
向
か
い
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
泊
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
や

商
工
業
・
観
光
業
が
、
こ
こ
数
年
低
迷
が
続

い
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、
泊
原
子
力
発
電

所
の
一
・
二
号
機
が
、
平
成
二
十
三
年
四
月

牧

野

村

長

　

私
は
、平
成
二
十
年
の
一
月
二
十
日
以
降
、

今
日
ま
で
正
確
に
言
う
と
二
期
目
の
七
年

八
ヶ
月
の
今
日
を
迎
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。
村

議
会
議
員
の
皆
様
初
め
、
多
く
の
村
民
の
皆

さ
ん
方
の
ご
理
解
・
ご
指
導
・
ご
支
援
を
い

た
だ
き
、
村
政
の
舵
取
り
の
立
場
と
し
て
、

そ
の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
を
し
な
が
ら
、
第

三
次
総
合
計
画
、
さ
ら
に
は
、
こ
れ
を
利
用

し
、
第
四
次
総
合
計
画
、
平
成
二
十
三
年
度

か
ら
五
年
目
を
今
、
迎
え
て
い
る
と
い
う
現

在
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
事
業
と
し
て
、
ハ
ー
ド
事
業
始

め
、ソ
フ
ト
事
業
を
取
り
進
め
て
来
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
村
の
財
政
事
情
を
見

極
め
な
が
ら
、
議
員
の
皆
さ
ん
方
ご
承
知
の

と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
泊
発
電
所
の
固

定
資
産
税
始
め
、
電
源
立
地
の
地
域
の
交
付

金
を
重
要
視
し
た
財
源
と
し
て
、
進
め
て
ま

い
っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う

中
で
、
平
成
二
十
六
年
度
の
各
会
計
決
算
に

お
き
ま
し
て
も
、
健
全
な
財
政
規
模
と
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
泊
発
電
所
は
停
止
中
で
あ
り
ま

す
が
、こ
の
状
況
が
続
く
と
致
し
ま
し
て
も
、

村
と
し
て
も
、
健
全
財
政
を
堅
持
す
る
状
況

の
中
で
、
基
金
の
積
み
立
て
の
計
画
を
図
り

な
が
ら
、
一
層
こ
の
財
政
の
状
況
を
見
極
め

な
が
ら
進
め
て
行
き
た
い
な
と
こ
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
こ
と
が
一
つ
ご
ざ
い
ま
す
。

 

小
林　

常
次 

議
員

　

□
泊
村
長
選
挙
へ
の
三
選
出
馬
に
つ
い
て

 
大
橋　

芳
之 

議
員

　

□
ご
み
袋
の
無
料
配
布
に
つ
い
て

　

□
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

一 般 質 問

小
林
常
次
議
員
（
再
質
問
）
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と
八
月
に
、
ま
た
、
三
号
機
は
平
成
二
十
五

年
五
月
か
ら
運
転
停
止
と
な
り
、
三
年
以
上

に
わ
た
り
、
三
基
全
部
が
運
転
停
止
し
て
お

り
、
泊
村
の
経
済
や
雇
用
の
状
況
は
極
め
て

厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
今
、
こ
れ
ら
の
対
策

が
急
務
で
あ
り
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
第
四
次

泊
村
総
合
計
画
に
基
づ
く
、
社
会
福
祉
や
学

校
教
育
な
ど
、
諸
対
策
を
推
進
し
て
、
泊
村

の
更
な
る
発
展
を
期
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
牧
野
村
長
が
二
期

八
年
の
実
績
・
経
験
を
生
か
し
て
、
も
い
わ

荘
の
問
題
等
を
含
め
た
、
諸
課
題
に
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
更
な
る
財
政
の
健
全
化
と
行
政
改
革
な

ど
も
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
村
民
と
共
に
、
牧
野
村
長
が
、
再
度
、

出
馬
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
て
、
私
の
質
問
を

終
わ
り
ま
す
。

　

ご
み
袋
の
無
料
配
布
に
つ
い
て
、
泊
村
は

毎
年
、
四
月
に
ご
み
袋
の
無
料
配
布
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
無
料
配
布
を
い
つ
ま
で

続
け
る
の
か
。
ま
た
、
有
料
化
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
長
の
考
え
を
お
尋
ね
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

泊
村
は
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
、
泊
村

の
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
等
に
関
す

る
条
例
が
平
成
二
十
年
に
改
正
し
て
、
同
年

の
六
月
に
有
料
化
を
適
用
を
さ
せ
る
べ
く
内

容
の
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
当

時
、
村
独
自
の
で
す
ね
、
住
民
福
祉
の
向
上

の
一
環
と
し
て
、
条
例
の
不
足
で
、
当
分
の

間
、
処
理
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
徴
収
し
な

い
も
の
と
す
る
と
い
う
文
言
で
明
記
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
村
財
政
の
事
情
を
考
慮

し
た
中
で
、
い
つ
ま
で
と
い
う
お
話
で
あ
ろ

う
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
近
い
将

来
に
向
け
て
、
無
料
配
布
枚
数
の
段
階
的
な

制
限
を
図
り
な
が
ら
、
有
料
化
の
こ
と
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
条
例
に
き
ち
ん
と
制
定
さ
れ
て
い
る

内
容
を
考
え
な
が
ら
、
議
会
と
の
協
議
を

諮
っ
て
村
民
に
対
す
る
考
え
方
も
十
分
配
慮

し
な
が
ら
取
り
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
ご
み
の
関
係
の
有
料
化
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
か
と

い
う
ご
質
問
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ご

み
の
減
量
に
つ
い
て
は
、各
町
村
の
悩
み
は
、

ど
こ
も
そ
の
よ
う
な
処
理
で
問
題
化
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
み
の
処
理
施
設
の
耐
久
度
、そ
れ
か
ら
、

焼
却
の
そ
の
施
設
の
維
持
管
理
も
含
め
て
、

い
ろ
ん
な
面
で
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
の
中
で
、
重
要
視
さ

れ
る
の
は
、
減
量
の
効
果
が
、
有
料
化
し
た

場
合
に
は
、
そ
れ
な
り
に
期
待
が
で
き
る
、

こ
れ
が
一
点
ご
ざ
い
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
受
益
者
と
負
担
の
不
公
平
さ

が
解
消
さ
れ
る
と
い
う
の
と
、
ま
た
、
三
点

目
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
境
意
識
や
コ
ス
ト

意
識
な
ど
の
排
出
す
る
関
係
の
方
々
の
意
識

の
改
革
、
そ
れ
の
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が

で
き
る
。

　

四
点
目
は
、
サ
イ
ク
ル
が
促
進
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
一
九
九
三
年
か
ら
一
九
九
四

年
に
厚
労
省
と
、
そ
れ
か
ら
、
環
境
省
が
そ

れ
ぞ
れ
こ
れ
に
基
づ
い
た
考
え
方
を
発
表
さ

れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う
よ
う

な
考
え
方
を
私
共
は
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
と
、
こ
れ
が
、
有
料
化
と
す
る

と
こ
ろ
の
考
え
方
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
で
お
答
え
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

私
が
、
今
回
ご
み
袋
の
問
題
を
取
り
上
げ

ま
し
た
背
景
に
は
で
す
ね
、
泊
村
だ
け
が
、

他
の
三
カ
町
村
と
比
べ
て
非
常
に
多
く
可
燃

物
、
そ
れ
か
ら
不
燃
物
、
合
わ
せ
ま
し
て
、

他
の
町
村
よ
り
も
非
常
に
多
く
出
し
て
い

る
。
こ
こ
に
、
三
年
間
の
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
け
ど
も
、
そ
の
量
が
一
向
に
減
ら
な
い
と

い
う
事
実
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
辺
を
で

す
ね
、
し
っ
か
り
村
民
に
こ
の
情
報
を
公
開

し
て
、
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の

上
で
、
行
政
そ
し
て
、
村
民
が
一
丸
と
な
っ

て
、
こ
の
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
ん
で
な
い
か
と
い
う
思
い
で
今
日
は

大
橋　

芳
之 

議
員

 

ご
み
袋
の

 

無
料
配
布
に
つ
い
て

牧

野

村

長

大
橋
芳
之
議
員
（
再
質
問
）
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牧

野

村

長

こ
の
ご
み
袋
の
問
題
を
取
り
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
、
今
、
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
手

元
に
二
十
四
年
か
ら
二
十
六
年
ま
で
の
三
年

間
の
可
燃
物
・
不
燃
物
の
衛
生
処
理
組
合
で

受
け
入
れ
て
い
る
ト
ン
数
の
調
べ
た
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ち
ょ
っ
と
参
考
ま
で
に

発
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
ご
み
の
量
を
説
明
す
る
前
に
、

岩
宇
四
カ
町
村
の
総
人
口
が
果
た
し
て
い

く
ら
い
る
の
か
と
い
う
場
合
に
、
全
体
で

二
二
、
五
〇
〇
人
、
こ
れ
は
去
年
の
統
計
で

す
が
、
そ
の
内
訳
を
言
い
ま
す
と
、
岩
内
町

が
約
一
三
、
六
〇
〇
人
、
全
体
の
六
二
％
、

次
に
、
共
和
町
が
六
、
二
四
〇
人
、
構
成
比

率
が
約
二
八
％
、
次
に
、
本
村
泊
村
一
、

七
五
〇
人
、
約
八
％
の
人
口
の
比
率
で
す
。

最
後
に
、
神
恵
内
村
が
九
三
四
人
、
四
％
、

こ
の
よ
う
な
人
口
で
、
人
口
の
比
率
割
が
こ

う
い
う
感
じ
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
ご
み
の
量
が
一
体
ど
れ
ぐ
ら
い

出
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

と
、
二
十
四
年
が
、
全
体
で
七
、六
〇
〇
㌧
、

二
十
五
年
が
七
、
八
〇
〇
㌧
、
二
十
六
年
が

七
、
七
〇
〇
㌧
と
い
う
こ
と
で
、
大
体
七
、

六
〇
〇
㌧
か
ら
七
、
八
〇
〇
㌧
、
岩
宇
四
カ

町
村
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ぐ
ら
い
の
量
を
毎
年

排
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

で
は
、
そ
の
中
身
は
、
各
町
村
ご
と
に
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
、
や
っ

ぱ
り
問
題
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
ん
で
す
よ

ね
。

　

次
は
、
ご
み
の
量
を
単
純
に
申
し
上
げ

ま
す
が
、
去
年
の
数
字
で
す
が
、
岩
内
町

が
、
全
体
の
七
、
七
〇
〇
㌧
に
対
し
て
、
四
、

八
〇
〇
㌧
、
共
和
町
が
一
、
五
〇
〇
㌧
、
泊

村
が
一
、
〇
五
〇
㌧
、
神
恵
内
村
が
三
五
〇

㌧
っ
て
い
う
内
訳
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
全
体
の
比
率
に
換
算
し
て
み
ま
す

と
、
大
体
、
人
口
の
比
率
と
ご
み
の
比
率
と

い
う
の
は
、
私
は
多
分
似
て
く
る
ん
で
な
い

か
な
と
い
う
感
じ
で
、
ち
ょ
っ
と
自
分
な

り
に
計
算
し
て
み
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中

で
、
岩
内
町
は
、
人
口
の
比
率
が
全
体
の
六

割
に
対
し
て
、
ご
み
の
出
し
て
い
る
量
は

六
二
％
、
で
す
か
ら
、
ほ
ぼ
人
口
の
比
率
と

こ
れ
は
合
っ
て
い
る
訳
で
す
よ
ね
。
次
に
、

神
恵
内
村
、
人
口
の
比
率
が
四
％
、
こ
れ
に

対
し
て
、
ご
み
の
出
す
量
が
四
・
六
％
で
す
。

こ
れ
も
、
ほ
と
ん
ど
人
口
の
比
率
と
合
っ
て

ま
す
。
残
り
共
和
町
と
泊
村
が
残
っ
て
い
る

訳
で
す
が
、
共
和
町
は
、
人
口
の
比
率
が

二
八
％
に
対
し
て
、
ご
み
の
出
し
て
い
る
比

率
が
二
〇
％
で
す
。
非
常
に
少
な
い
で
す
。

こ
の
共
和
町
は
。

　

逆
に
、
泊
村
は
、
人
口
の
比
率
が
八
％

に
対
し
て
、
ご
み
の
出
し
て
い
る
量
が

一
三
・
四
％
、
泊
村
だ
け
が
非
常
に
多
い
量

を
毎
年
排
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
量
が
、
今
、
た
ま
た
ま
三
年
間
の
デ
ー

タ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
向
に
減
っ
て
な

い
状
況
な
ん
で
す
ね
。
も
う
ち
ょ
っ
と
判
り

易
く
説
明
し
ま
す
と
、
共
和
町
で
は
、
人
口

が
約
六
、
二
〇
〇
人
に
対
し
て
、
ご
み
の
排

出
量
が
一
、
五
〇
〇
㌧
し
か
出
し
て
い
な
い

の
に
、
泊
村
の
人
口
が
一
、
七
五
〇
人
し
か

い
な
い
の
に
で
す
ね
、
ご
み
が
一
、
〇
五
〇

㌧
、
も
う
す
ぐ
し
た
ら
共
和
町
と
肩
を
並
べ

る
ぐ
ら
い
の
、
そ
れ
だ
け
の
多
い
量
を
排
出

し
て
い
る
訳
で
す
よ
ね
。

　

逆
に
、
一
人
当
た
り
ど
れ
ぐ
ら
い
単
純
計

算
で
、
減
ら
し
た
ら
、
ほ
ぼ
岩
宇
四
カ
町
村

と
同
じ
よ
う
な
ご
み
の
出
し
具
合
に
な
る
の

か
な
と
い
う
こ
と
で
計
算
し
て
み
ま
し
た

ら
、
大
体
年
間
で
三
〇
〇
㌧
か
ら
三
五
〇
㌧

ぐ
ら
い
多
い
ん
で
す
ね
。

　

神
恵
内
村
の
人
口
の
比
率
か
ら
考
え
ま
す

と
、
神
恵
内
村
が
約
九
三
四
人
、
泊
村
が
一
、

七
四
八
人
で
す
か
ら
、
大
体
神
恵
内
村
の
二

倍
す
る
と
、
と
い
う
感
じ
で
ち
ょ
っ
と
計
算

し
ま
し
た
。神
恵
内
村
三
五
〇
㌧
で
す
か
ら
、

普
通
の
出
し
方
を
し
て
い
れ
ば
、
泊
村
も

七
〇
〇
㌧
前
後
ぐ
ら
い
に
当
然
収
ま
っ
て
も

い
い
話
で
あ
っ
て
、
そ
の
論
理
か
ら
い
き
ま

す
と
三
〇
〇
㌧
か
ら
三
五
〇
㌧
年
間
に
し
て

多
い
と
。
じ
ゃ
あ
一
人
当
た
り
い
く
ら
に
な

る
の
か
と
い
う
こ
と
を
計
算
し
ま
す
と
、
大

体
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
ね
、
年
間
、
こ

れ
だ
け
、ち
ょ
っ
と
皆
さ
ん
意
識
を
持
っ
て
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
と
い
う
も
の
を
し
っ
か
り
考

え
て
い
た
だ
か
な
い
と
私
は
、
こ
の
泊
村
だ

け
が
非
常
に
多
い
現
状
は
抜
け
出
せ
な
い
ん

で
は
な
い
か
と
、
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

そ
れ
で
、
村
長
に
お
伺
い
し
ま
す
が
、
泊

村
だ
け
が
、
こ
の
よ
う
に
、
非
常
に
多
く
の

ご
み
を
出
し
て
い
る
原
因
は
、村
長
な
り
に
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
ま
た
後
で

答
弁
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
ご
み
の
処
理
の
問
題
は
で
す
ね
、
岩

宇
四
カ
町
村
で
、
共
同
で
運
営
に
当
た
っ
て

い
る
訳
で
す
が
、
泊
を
除
く
岩
内
町
・
共
和

町
・
神
恵
内
村
は
、
ご
み
に
対
し
て
は
、
既

に
有
料
化
と
い
う
こ
と
で
、
ご
み
を
捨
て
る

場
合
に
は
、
自
分
で
お
金
を
出
し
て
、
ご
み

袋
を
買
っ
て
、
そ
れ
に
入
れ
て
投
げ
て
下
さ

い
と
い
う
こ
と
で
、
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、
泊
村
だ
け
が
、
未
だ
に
無
料

で
や
っ
て
い
る
と
い
う
、
そ
こ
に
、
ち
ょ
っ

と
意
識
の
ず
れ
、
大
幅
な
認
識
の
ず
れ
が
あ

る
ん
で
な
い
か
な
と
、
私
、
自
分
な
り
に
そ

う
い
う
分
析
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
さ
っ
き
言
っ
た
デ
ー
タ
の
通
り
、
三
カ
町

村
は
、
有
料
化
と
い
う
こ
と
で
ず
っ
と
や
っ

て
来
て
、
こ
れ
だ
け
の
や
っ
ぱ
り
減
量
化
っ

て
も
の
が
、
効
果
が
出
て
い
る
と
私
は
考
え

て
お
り
ま
す
。
先
程
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に

で
す
ね
、
こ
の
ま
ま
泊
村
の
無
料
配
布
を
続

け
て
行
く
限
り
、
こ
の
状
況
を
変
え
る
こ
と

は
、
私
は
で
き
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

で
す
の
で
、
ご
み
を
有
料
化
す
る
こ
と
が
、

私
自
身
は
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
る
最

も
有
効
な
方
法
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、

村
長
の
考
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
、
大
橋
議
員
さ
ん
が
お
話
さ
れ

た
四
町
村
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
私
共
も

把
握
を
十
分
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
こ
れ
は
や
は
り
早
目
に

対
応
す
る
と
い
う
か
、
状
況
を
や
っ
ぱ
り
議

員
の
皆
様
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
話
し

合
い
し
な
が
ら
で
す
ね
、
先
程
言
っ
た
よ
う
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な
形
の
中
で
、
今
は
無
料
化
の
袋
を
配
布
し

て
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
先
程
言
い
ま
し

た
よ
う
に
段
階
的
な
形
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
今
の
問
題
を
や
っ
ぱ
り
解
決
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
、
こ
の
よ
う

に
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
し
て
で
す
ね
、
有
料

化
に
つ
い
て
は
、
先
程
答
弁
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
処
理
の
中

で
、
こ
れ
か
ら
も
、
村
と
し
て
は
、
進
め
て

行
く
と
い
う
考
え
方
で
や
っ
て
行
き
た
い
な

と
、
こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

村
で
は
、
四
月
に
年
度
当
初
に
各
家
庭
に

ご
み
袋
を
無
料
配
布
を
し
て
お
り
ま
す
。
聞

く
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
一
人
の
老
人
世

帯
、
あ
る
い
は
、
大
人
数
世
帯
、
そ
の
世
帯

の
状
況
に
よ
っ
て
、
余
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、

あ
る
い
は
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
い
ろ
い
ろ

問
題
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
お
話
も
た
く
さ

ん
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
在
無
料
配
布
と
い

う
こ
と
で
、
一
定
の
枚
数
を
配
っ
て
い
る
訳

で
す
が
、
そ
れ
で
、
私
な
り
に
村
で
配
っ
て

る
袋
は
お
金
に
し
た
ら
い
く
ら
の
計
算
に
な

る
の
か
な
と
い
う
こ
と
で
ち
ょ
っ
と
計
算
を

し
て
み
ま
し
た
。

　

泊
村
で
は
売
っ
て
ま
せ
ん
の
で
、
値
段
は

わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
も
、岩
内
町
・

共
和
町
、
ほ
ぼ
同
じ
値
段
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
感
じ
て
計
算
し
て

み
ま
し
た
。
一
〇
リ
ッ
タ
ー
、
一
〇
枚
入
っ

た
の
が
、
こ
れ
三
〇
〇
円
で
す
よ
ね
。
そ
れ

か
ら
、
二
〇
リ
ッ
タ
ー
、
一
〇
枚
入
っ
た
の

が
六
〇
〇
円
、
今
、
こ
の
配
布
し
て
い
る
の

が
、
こ
の
容
量
の
大
き
さ
で
す
よ
ね
。
一
〇

リ
ッ
タ
ー
が
燃
や
せ
る
ご
み
が
六
〇
枚
、
燃

や
せ
な
い
ご
み
が
二
〇
枚
、
二
〇
リ
ッ
タ
ー

が
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
が
一
〇
〇
枚
、
燃
や
せ
な

い
ご
み
が
二
〇
枚
、
そ
れ
に
プ
ラ
ス
資
源
物

を
入
れ
る
透
明
の
袋
が
二
〇
枚
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
ち
ょ
っ
と
計
算
し
て
み
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
の
透
明
の
袋
が
で
す
ね
、
今
、
非

常
に
安
い
物
も
出
て
ま
す
ん
で
、
こ
の
辺
が

ち
ょ
っ
と
あ
れ
な
ん
で
す
が
、泊
の
場
合
は
、

か
な
り
厚
い
袋
を
配
っ
て
ま
す
ん
で
、
ほ
ぼ

他
の
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ
ミ
に
類
し

た
値
段
相
当
か
な
と
思
っ
て
計
算
を
し
ま
し

た
ら
、
一
〇
、
八
〇
〇
円
に
な
る
ん
で
す
よ

ね
。
こ
れ
。
四
月
に
、各
家
庭
当
た
り
に
配
っ

て
い
る
枚
数
を
計
算
し
て
み
ま
し
た
ら
、
金

額
に
し
て
一
〇
、
八
〇
〇
円
で
す
。
こ
れ
を

十
二
カ
月
で
割
り
ま
す
と
、
一
カ
月
当
た

り
の
各
家
庭
、
や
る
と
い
う
こ
と
な
る
と

九
〇
〇
円
の
負
担
に
な
る
訳
で
す
ね
。当
然
、

さ
っ
き
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
で
足
り

る
家
庭
も
あ
れ
ば
、
足
り
な
く
て
も
っ
と
買

わ
な
き
ゃ
な
い
家
庭
も
出
て
来
ま
す
。
そ
れ

は
、
ち
ょ
っ
と
置
い
と
き
ま
し
て
で
す
ね
、

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
ご
み
を
捨
て
る
の

に
、
お
金
が
か
か
る
ん
で
す
っ
て
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
や
は
り
、
各
家
庭
そ
れ
な
り
に
、

な
る
べ
く
ご
み
は
出
さ
な
い
。
リ
サ
イ
ク
ル

に
回
る
物
は
リ
サ
イ
ク
ル
、
生
ご
み
な
ん
か

で
も
、
例
え
ば
、
畑
に
埋
め
て
肥
料
の
替
わ

り
に
す
る
と
か
い
う
よ
う
な
工
夫
も
当
然
出

て
く
る
の
か
な
と
、
自
分
な
り
に
そ
う
感
じ

て
お
り
ま
す
。こ
の
ご
み
袋
の
無
料
配
付
も
、

先
程
村
長
が
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、
当
初
の

目
的
は
、
原
発
の
交
付
金
を
住
民
福
祉
の
目

的
で
、
そ
れ
を
住
民
に
還
元
し
よ
う
と
い
う

こ
と
で
始
ま
っ
た
の
が
、
当
初
の
大
き
な
狙

い
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
当
初
か
ら

話
し
し
て
ま
す
よ
う
に
、現
実
問
題
と
し
て
、

泊
村
だ
け
が
、
こ
れ
だ
け
多
く
の
ご
み
を
出

し
て
い
る
現
状
に
、
や
は
り
目
を
つ
ぶ
っ
て

行
く
訳
に
は
行
か
な
い
ん
で
は
な
い
だ
ろ
う

と
。
こ
の
処
理
問
題
は
、や
は
り
、岩
宇
四
ヵ

町
村
が
共
同
で
や
っ
て
い
る
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
泊
村
も
や
は
り
、
そ
れ
な
り
に

他
町
村
と
の
同
じ
考
え
の
下
で
、
こ
の
ご
み

の
処
理
の
問
題
は
、
私
は
、
考
え
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
は
な
い
か
な
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
今
後
は
、
村
民
に
し
っ
か
り

と
、
今
の
現
実
の
状
況
を
訴
え
か
け
て
、
ご

み
へ
の
関
心
を
も
っ
と
持
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
て
で
す
ね
、
更
に
、
行
政
と
し
て
、
ご
み

の
資
源
化
と
減
量
化
に
関
す
る
教
育
を
も
っ

と
徹
底
的
に
し
て
い
た
だ
く
と
、
そ
う
い
う

こ
と
を
含
め
て
、
更
に
、
ご
み
の
有
料
化
と

い
う
こ
と
に
当
然
進
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ん
で
な
い
か
な
と
、
こ
う
い
う
ふ
う

に
考
え
て
お
り
ま
す
。
再
度
、
村
長
の
考
え

を
お
尋
ね
致
し
ま
す
。

　

現
実
的
に
は
、
私
共
の
方
は
、
無
料
化
に

し
て
い
る
状
況
と
現
実
等
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭

で
使
わ
れ
て
い
る
枚
数
、
更
に
は
量
な
ど
を

こ
れ
か
ら
も
で
す
ね
、
き
ち
ん
と
、
広
報
等

で
住
民
に
お
知
ら
せ
す
る
と
共
に
、
や
は
り
、

有
料
化
だ
か
ら
減
量
の
量
が
多
く
な
る
と
い

う
考
え
方
は
、
私
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
い

う
ふ
う
に
考
え
方
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
や
は
り
、
現
実
に
排
出
す
る

時
に
は
、
今
、
議
員
さ
ん
が
お
話
し
た
よ
う

に
で
す
ね
、
き
ち
ん
と
し
た
中
で
、
量
を
減

ら
し
て
い
く
と
か
、
リ
サ
イ
ク
ル
回
す
と
か

と
い
う
い
ろ
ん
な
工
夫
を
し
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
が
、
私
共
の
、
そ
の
狙
い
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
必
ず
し
も
有
料
化
し
た
か

ら
、
そ
う
だ
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
含
め
ま
し
て
で

す
ね
、
き
ち
ん
と
村
民
に
訴
え
な
が
ら
、
そ

れ
こ
そ
、量
を
減
ら
し
て
い
た
だ
い
た
中
で
、

村
の
考
え
て
い
る
、
そ
の
無
料
、
有
料
化
の

考
え
方
を
き
ち
ん
と
、
再
度
確
認
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
は
進
め
て
行
く
よ
う
な

形
を
取
っ
て
行
き
た
い
と
こ
の
よ
う
に
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
で
、
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
な
と
こ
の
よ
う

に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

牧

野

村

長

大
橋
芳
之
議
員
（
再
々
質
問
）
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そ
れ
で
は
、
次
の
問
題
に
移
り
ま
す
。
平

成
二
十
七
年
の
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
予
算
は
、
約
四
〇
億
円
の
予
算
組

み
を
し
て
い
ま
す
が
、
泊
村
が
、
人
口
約
一
、

七
五
〇
人
の
村
で
、
こ
の
金
額
が
適
正
な
財

源
規
模
な
の
か
。
村
長
の
お
考
え
を
お
聞
き

致
し
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、

地
方
自
治
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
環
境

の
中
で
、
予
算
規
模
を
見
極
め
て
、
特
色
を

生
か
し
た
施
策
と
特
殊
事
情
の
住
民
福
祉
の

施
策
を
重
要
視
し
て
、
取
り
進
め
て
予
算
を

執
行
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
指
摘
の
人
口
規

模
を
見
極
め
て
、
各
市
町
村
は
予
算
規
模
を

判
断
す
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
っ
て
お
り
ま

せ
ん
し
、
ま
た
、
人
口
一
人
当
た
り
の
金
額

を
算
定
し
て
予
算
を
作
成
し
て
い
る
訳
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ご
承
知
の
と
お
り
、

予
算
規
模
は
、
決
算
で
も
見
て
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
に
、
自
主
財
源
、
依
存
財
源
の
中
で
、

執
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
は
、
平

成
二
十
六
年
度
の
一
般
会
計
決
算
の
参
考
資

料
に
も
ご
理
解
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
と
こ
の

よ
う
に
思
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
こ
の
今
の
一
人

当
た
り
の
人
口
に
対
す
る
予
算
割
合
を
見
ま

す
と
で
す
ね
、
平
成
二
十
六
年
度
に
お
き
ま

し
て
は
、
一
人
当
た
り
一
五
八
万
円
程
の
費

用
が
歳
入
の
方
で
は
か
か
っ
て
お
り
、
歳
出

の
面
に
お
い
て
は
、
一
、七
八
五
、〇
〇
〇
円

ほ
ど
の
支
出
を
決
算
額
で
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
も
、
平
成
五
年
度
の
時
と
比
較
し
た

場
合
は
、
財
源
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
関
係
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
ま

し
て
も
、
こ
れ
ら
を
当
然
、
見
極
め
た
歳
入

歳
出
予
算
、
そ
れ
ぞ
れ
自
主
財
源
、
依
存
財

源
を
き
ち
ん
と
で
す
ね
、
見
極
め
た
中
で
、

こ
れ
を
考
慮
し
な
が
ら
予
算
を
立
て
て
い

る
、
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

も
一
つ
の
要
因
で
は
な
か
ろ
う
か
な
と
こ
の

よ
う
に
思
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ

と
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

牧

野

村

長

大
橋　

芳
之 

議
員

　

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

　　

私
は
、
今
回
四
月
の
選
挙
で
村
民
の
付
託

を
受
け
ま
し
て
、
議
会
に
送
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
で
す
の
で
、
三
月
に
行
わ
れ
ま
し

た
、
今
年
の
一
般
会
計
予
算
の
審
議
に
は
関

わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

あ
と
か
ら
、
事
務
局
長
よ
り
、
予
算
書
を

い
た
だ
き
ま
し
て
、
よ
く
中
身
を
勉
強
し
て

い
く
よ
う
に
と
い
う
よ
う
な
お
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
な
に
せ
四
〇
億
の
収
入

と
支
出
に
関
わ
る
資
料
で
ご
ざ
い
ま
す
か

ら
、
九
三
ペ
ー
ジ
以
上
に
わ
た
る
膨
大
な
量

な
ん
で
す
ね
。
で
す
か
ら
、
正
直
言
っ
て
未

だ
に
こ
の
中
身
の
把
握
に
至
っ
て
な
い
と
い

う
の
は
、
は
っ
き
り
言
っ
て
、
私
の
状
況
な

ん
で
す
が
、
大
枠
で
捉
え
た
中
で
、
今
回
の

話
を
ち
ょ
っ
と
し
て
行
き
た
い
と
思
う
ん
で

す
が
、
最
初
に
、
予
算
書
を
見
た
中
で
、
私

が
単
純
に
思
っ
た
の
が
や
は
り
、
こ
の
質

問
事
項
な
ん
で
す
ね
。
泊
の
人
口
が
約
一
、

八
〇
〇
人
と
し
ま
す
か
、
そ
の
人
口
に
対
し

て
、
本
当
に
、
こ
の
四
〇
億
っ
て
い
う
も
の

が
必
要
な
ん
だ
ろ
う
か
と
。
こ
の
後
に
審
議

し
ま
す
け
ど
も
、
三
回
目
の
補
正
が
入
り
ま

し
て
、
正
確
に
は
、
三
九
億
五
、
八
九
九
万

と
い
う
数
字
の
予
算
額
な
ん
で
す
が
、
正
直

言
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
多
過
ぎ
る
ん
で
な
い

の
か
な
と
思
っ
た
の
が
一
つ
で
す
。
そ
れ

と
、
全
体
的
な
こ
の
予
算
組
み
を
見
た
中

で
、
支
出
の
中
で
、
積
立
金
、
基
金
と
し
て

積
む
お
金
こ
れ
が
四
億
五
、
五
〇
〇
万
、
そ

の
主
な
も
の
は
財
政
調
整
基
金
で
三
億
七
、

二
〇
〇
万
で
す
か
、と
い
う
基
金
を
積
む
と
。

こ
れ
は
当
然
、
今
後
の
行
政
を
運
営
し
て
い

く
上
で
、
当
然
、
次
の
事
業
を
や
る
時
に
お

金
が
足
り
な
い
場
合
は
、
そ
れ
を
取
り
崩
し

て
や
る
と
い
う
部
分
で
、
当
然
、
そ
う
い
う

積
立
金
、
金
を
積
ん
で
い
く
と
い
う
部
分
は

理
解
で
き
る
ん
で
す
が
、
支
出
の
部
分
を
見

ま
す
と
全
部
の
事
業
を
や
る
の
に
お
金
を
足

り
な
い
か
ら
で
す
ね
、
一
億
四
、
一
〇
〇
万

の
基
金
を
取
り
崩
し
て
い
る
訳
で
す
よ

ね
。
こ
ち
ら
で
は
、
四
億
五
、
五
〇
〇
万

積
む
予
定
で
い
る
け
れ
ど
も
、
前
に
積

ん
で
る
分
を
今
年
の
事
業
を
や
る
か
ら
、

一
億
四
、
〇
〇
〇
万
足
り
な
く
て
、
崩
し
て

き
て
い
る
訳
で
す
よ
ね
。
残
念
な
こ
と
に
、

今
回
の
後
か
ら
や
る
補
正
に
、
こ
の
財
政
調

整
基
金
八
、
三
〇
〇
万
の
減
額
が
ち
ょ
っ
と

挙
が
っ
て
き
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
足
り
な

い
ん
で
あ
れ
ば
、
一
億
四
、
一
〇
〇
万
で
す

か
ら
四
〇
億
に
対
し
て
三
・
五
％
で
す
ね
、

こ
れ
を
全
体
的
に
見
直
し
を
か
け
て
、
積
ん

だ
お
金
に
は
手
を
付
け
な
い
か
と
い
う
よ
う

な
考
え
方
で
、
私
は
、
今
後
こ
の
予
算
組
み

を
当
然
や
っ
て
行
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
で

な
い
か
な
と
自
分
な
り
に
感
じ
た
次
第
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
最
初
に
言
っ
た
、
本
当
に

四
〇
億
が
泊
村
の
人
口
で
必
要
な
の
か
と
い

う
こ
と
で
、
た
だ
漠
然
に
言
っ
て
も
あ
れ
な

ん
で
、
後
志
管
内
の
似
た
よ
う
な
人
口
の
規

模
の
町
村
で
は
、
果
た
し
て
、
ど
れ
ぐ
ら
い

の
財
政
規
模
で
、
一
年
間
運
営
し
て
る
の
か

大
橋
芳
之
議
員
（
再
質
問
）
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な
と
い
う
こ
と
を
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
去
年
の
数
字
で
す
の
で
、
ま
ず

人
口
的
に
似
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
島
牧

村
、
人
口
が
一
、
六
七
四
名
、
財
政
規
模
が

二
四
億
四
、
〇
〇
〇
万
、
留
寿
都
村
が
一
、

九
〇
五
名
、
二
五
億
一
、
〇
〇
〇
万
で
す
。

真
狩
村
二
、
一
五
一
名
、
二
四
億
八
、
〇
〇
〇

万
、
積
丹
町
、
こ
こ
は
泊
村
よ
り
多
い
で
す

ね
、
二
、
三
八
六
名
、
人
口
が
多
く
て
も
で

す
よ
、
二
六
億
四
、
〇
〇
〇
万
、
喜
茂
別
町

二
、
四
四
八
名
に
対
し
て
、
二
八
億
五
、
〇
〇

〇
万
。
各
町
村
に
よ
っ
て
、
漁
業
が
中
心
の

町
だ
っ
た
り
、
農
業
が
中
心
の
町
だ
っ
た

り
、
産
業
形
態
が
い
ろ
い
ろ
違
っ
て
く
る

訳
で
す
が
、
い
ず
れ
も
三
〇
億
以
内
で
成

り
立
っ
て
る
訳
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
ふ

う
に
考
え
た
場
合
に
、
果
た
し
て
、
こ
の

一
〇
億
以
上
、
は
っ
き
り
言
っ
て
多
い
訳

で
す
よ
ね
。
多
い
予
算
組
み
を
し
て
る
訳

で
す
よ
ね
。
果
た
し
て
村
民
は
、
他
町
村

と
比
べ
て
一
〇
億
使
っ
て
る
と
、
そ
の
恩

恵
を
肌
で
感
じ
て
い
る
の
か
な
と
考
え
た

時
に
、
ち
ょ
っ
と
疑
問
符
か
な
と
い
う
部

分
が
私
な
り
に
出
て
く
る
の
か
な
と
。
逆

に
、
じ
ゃ
あ
四
〇
億
の
お
金
が
あ
っ
た
ら
で

す
ね
、
ど
れ
ぐ
ら
い
の
人
口
の
人
を
一
年
間

養
え
る
と
言
え
ば
変
で
す
け
れ
ど
、
面
倒
見

れ
る
の
か
な
と
い
う
こ
と
で
、
逆
に
ち
ょ
っ

と
調
べ
て
み
ま
し
た
ら
、
寿
都
町
が
三
、

三
五
三
名
で
、
四
〇
億
七
、
〇
〇
〇
万
で
や
っ

て
る
訳
で
す
ね
。
黒
松
内
町
が
三
、
一
三
六

名
、
三
八
億
八
、
〇
〇
〇
万
、
古
平
町
が
三
、

五
一
二
名
、
四
〇
億
三
、
〇
〇
〇
万
、
と
い

う
こ
と
は
、
四
〇
億
あ
り
ま
す
と
、
早
い
話
、

約
泊
の
倍
の
人
口
を
養
え
る
と
言
う
か
、
面

倒
見
れ
る
と
い
う
よ
う
な
デ
ー
タ
的
に
は
こ

う
い
う
よ
う
な
も
の
が
出
て
き
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
調
べ
た
中
で
、
本
当
に
一
、

八
〇
〇
人
程
度
の
町
村
で
あ
れ
ば
、
一
体
、

財
政
規
模
と
し
て
は
ど
れ
ぐ
ら
い
が
標
準
な

の
か
と
い
う
の
は
、
二
八
億
と
言
わ
れ
て
ま

す
。
こ
の
金
額
が
あ
れ
ば
、
運
営
で
き
る
だ

ろ
う
と
、
実
際
に
先
程
紹
介
し
ま
し
た
島
牧

村
だ
と
か
留
寿
都
村
だ
と
か
、
五
町
村
が
、

も
う
二
四
億
か
ら
二
八
億
の
中
で
、
や
り
く

り
し
て
る
訳
で
す
よ
ね
。
こ
う
い
う
ふ
う
に

考
え
ま
す
と
、
こ
の
お
金
が
い
つ
ま
で
続
く

の
か
、
収
入
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
と
い
う

こ
と
を
今
度
考
え
て
お
か
な
き
ゃ
な
ら
な
い

で
す
よ
ね
。
お
金
が
続
け
ば
、
こ
の
四
〇
億

の
予
算
組
み
も
で
き
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど

も
、
続
く
訳
な
い
で
す
よ
ね
。だ
ん
だ
ん
減
っ

て
く
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
う
し
た
時
に
で
す
ね
、
今
、
四
〇
億
な

い
と
村
の
財
政
が
成
り
立
た
な
い
と
い
う
現

状
を
考
え
た
時
に
、
私
は
、
非
常
に
、
こ
れ

か
ら
先
が
不
安
な
ん
で
す
よ
ね
。
も
っ
と
、

こ
れ
か
ら
財
政
規
模
を
縮
小
し
て
行
く
と
、

そ
う
い
う
よ
う
な
考
え
方
で
進
め
て
行
く
よ

う
な
捉
え
方
で
や
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
、
い

つ
ま
で
も
お
金
は
あ
る
ん
だ
と
い
う
よ
う
な

捉
え
方
で
は
、
ち
ょ
っ
と
困
る
の
か
な
と
い

う
こ
と
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

再
度
、
村
長
の
お
考
え
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

　

私
は
、
い
つ
も
お
話
し
の
中
に
、
健
全
財

政
と
い
う
言
葉
を
常
に
お
話
し
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
の
場
合
は
、
人
口
か
ら
い
っ
て
、
特
殊

財
源
の
収
入
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
大
規
模

償
却
資
産
、
更
に
は
、
電
源
立
地
地
域
の
交

付
金
な
ど
が
収
入
と
な
っ
て
、
予
算
規
模
が

平
成
元
年
度
の
時
と
今
現
在
と
の
比
較
で
い

く
と
、
当
時
は
、
こ
れ
ら
の
財
源
が
入
っ
て

来
な
い
時
は
、
大
体
二
十
五
億
ぐ
ら
い
の
村

の
予
算
で
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

今
、
言
っ
た
よ
う
な
収
入
が
、
大
幅
に
村

の
収
入
財
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
よ
う
な
予
算
が
増
額
に
な
っ
て
い
る
訳
で

す
け
れ
ど
も
、
逆
に
、
支
出
の
方
は
そ
れ
に

伴
っ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
下
水
道
事
業
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
事
業
、
更
に
は
で
す
ね
、
そ

れ
に
伴
う
と
こ
ろ
の
関
係
か
ら
、
公
共
施
設

の
改
築
等
も
含
め
た
総
合
計
画
の
中
で
で
す

ね
、
執
行
し
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
考
え
な
が
ら
、
将
来
的
に
は
ど

う
か
と
い
う
こ
と
、
私
共
は
、
健
全
財
政
と

い
う
こ
と
で
、
財
政
課
の
方
に
で
す
ね
、
こ

の
先
の
一
〇
年
計
画
を
作
る
こ
と
で
、
今
、

も
う
大
体
出
来
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
に
し
ま
し
て

も
、
今
、
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
の
事
業
、
更
に
は
、
下
水
道
や

簡
易
水
道
な
ど
も
い
ろ
い
ろ
含
め
た
一
般
住

民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
い
ろ
い
ろ
と

ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
き
て
い
る
と
い
う
の
が

現
状
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
含
め
た
中
で
で
す
ね
、
い
か
に
し

て
事
業
を
費
用
を
縮
小
し
な
が
ら
、
最
大
の

効
果
を
も
っ
て
住
民
に
寄
与
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
当
然
と
い
う

よ
う
な
形
で
施
策
を
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら
を
十
分
配
慮
し

な
が
ら
で
す
ね
、
予
算
規
模
を
増
や
す
と
い

う
こ
と
で
な
し
に
で
す
ね
、
歳
出
の
抑
制
と

い
う
も
の
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
だ
め
だ

と
い
う
こ
と
で
、
今
、
財
政
健
全
化
の
方
の

今
後
の
計
画
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
た
中
で
で
す
ね
、
や
は

り
、
議
員
の
皆
さ
ん
に
お
示
し
し
て
、
検
討

し
て
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
課
題
に
挙
げ
な

が
ら
、
早
々
に
進
め
て
行
く
計
画
を
年
次
計

画
で
や
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と

こ
の
よ
う
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
て
で
す
ね
、
村
の
人
口
か

ら
見
て
、
私
共
の
予
算
規
模
も
大
体
二
五
億

か
ら
二
六
億
ぐ
ら
い
か
な
と
い
う
ふ
う
に
し

て
考
え
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
物
価
の
高

騰
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
や
は
り
三
〇
億
近

い
財
源
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
が
、
実
際
に
、
そ
こ
ま
で
下
げ
て
い
っ
た

場
合
に
、
村
の
事
業
が
、
ど
れ
だ
け
住
民
福

祉
に
寄
与
出
来
る
の
か
な
と
い
う
こ
と
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
算
定
し
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
こ
の
よ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
し
、
や
は
り
、
基
金
等
し
て
あ

牧

野

村

長
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る
も
の
に
対
し
て
も
、
積
み
立
て
を
し
て
行

く
考
え
方
を
図
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
こ
れ
ら
を
含
め
ま
し
て
、
総
体

的
に
、
こ
れ
か
ら
、
今
現
在
も
進
め
て
お
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
将
来
に
向
か
っ
て
の
厳
し

い
財
政
事
情
を
迎
え
る
こ
と
を
懸
念
と
し
な

が
ら
、
将
来
を
見
据
え
た
村
の
施
策
を
執
行

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

今
の
説
明
の
中
で
固
定
資
産
税
等
、
電
源

立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
話
が
出
ま
し
た
。

今
年
の
四
〇
億
の
予
算
の
中
に
大
規
模
償
却

資
産
、
固
定
資
産
税
が
約
二
〇
億
、
そ
れ
と

原
発
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
が
六
億

円
含
ま
れ
て
ま
す
。
こ
れ
は
四
〇
億
に
対
し

て
比
率
を
計
算
し
ま
す
と
六
五
％
と
な
り
ま

す
よ
ね
。
と
い
う
こ
と
は
、
四
〇
億
の
ほ
と

ん
ど
が
原
発
に
関
連
し
た
資
金
で
賄
わ
れ
て

い
る
と
、
そ
れ
に
頼
り
切
っ
て
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
訳
で
す
よ
ね
。
そ
し
た
ら
、

原
発
が
な
く
な
っ
た
ら
、
こ
の
泊
村
は
、
逆

に
言
う
と
消
滅
し
て
し
ま
う
ん
で
は
な
い
か

と
い
う
ぐ
ら
い
の
私
は
危
機
感
を
持
っ
て
る

訳
で
す
よ
ね
。
こ
う
い
う
予
算
組
み
を
し
て

い
る
現
状
を
捉
え
る
と
。

　

こ
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
現

在
、
原
発
が
停
止
中
で
す
が
、
国
は
、
停
止

中
も
み
な
し
交
付
金
と
し
て
稼
働
率
を
一
律

八
一
％
と
計
算
し
て
交
付
金
を
出
し
て
い
る

訳
で
す
が
、
来
年
度
か
ら
二
〇
一
六
年
度
か

ら
東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
前
の
稼
働

実
績
七
〇
％
に
交
付
額
を
引
き
下
げ
る
と
い

う
よ
う
な
方
針
だ
そ
う
で
す
。

　

原
発
の
耐
用
年
数
は
、
原
則
四
十
年
と

言
わ
れ
て
ま
す
。
一
号
機
か
ら
三
号
機

が
、
現
在
止
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
一
号
機
は

一
九
八
九
年
に
稼
働
し
、
二
十
六
年
経
っ
て

ま
す
よ
ね
。
二
号
機
は
一
九
九
一
年
の
四
月

に
稼
働
し
、
二
十
四
年
経
っ
て
ま
す
。
四
十

年
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、も
う
二
十
六
年
、

二
十
四
年
過
ぎ
て
ま
す
か
ら
、言
う
な
れ
ば
、

折
り
返
し
地
点
を
過
ぎ
て
、
廃
炉
に
向
か
っ

て
突
き
進
ん
で
い
る
訳
で
す
よ
ね
。
四
十
年

あ
と
、
一
号
機
は
、
十
四
年
し
た
ら
止
ま
り

ま
す
よ
、
と
な
っ
た
ら
交
付
金
は
当
た
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
問
題
は
、
先
日
の
テ
レ
ビ
で
や
っ
て

ま
し
た
。
村
長
ね
。
十
八
日
に
。
ち
ょ
っ
と

テ
レ
ビ
局
忘
れ
ま
し
た
が
、
私
が
た
ま
た
ま

補
正
予
算
だ
と
か
、
決
算
の
書
類
を
も
ら
っ

て
、
い
ろ
い
ろ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
ら
テ
レ

ビ
が
入
り
ま
し
た
。
「
十
四
年
後
に
一
号
機

が
廃
炉
な
り
ま
す
。
村
長
さ
ん
。
交
付
金
当

た
ら
な
く
な
り
ま
す
け
ど
、
ど
う
し
ま
す

か
。
」
そ
の
中
で
、
村
長
は
、「
そ
の
時
に
、

財
政
規
模
を
縮
小
し
て
考
え
れ
ば
い
い
だ
ろ

う
。
」
と
、
こ
の
よ
う
な
意
味
の
発
言
を
し

た
よ
う
に
私
は
、
捉
え
て
お
り
ま
す
が
、
私

は
そ
れ
で
は
遅
い
ん
で
な
い
か
と
。
も
う

十
四
年
し
た
ら
止
ま
る
と
い
う
の
は
は
っ
き

り
わ
か
っ
て
る
訳
で
す
か
ら
、
今
か
ら
そ
れ

に
向
け
て
、
さ
っ
き
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、

財
政
規
模
を
徐
々
に
引
き
下
げ
て
い
く
。
こ

大
橋
芳
之
議
員
（
再
々
質
問
）

う
い
う
考
え
方
で
い
か
な
い
と
、
お
金
あ
た

ら
な
く
な
っ
た
か
ら
、
す
ぐ
に
が
ば
っ
と

四
〇
億
使
っ
て
た
も
の
三
〇
億
に
下
げ
ま

す
。
そ
ん
な
こ
と
は
出
来
な
い
訳
で
す
ね
。

だ
か
ら
一
年
ず
つ
、
規
模
を
縮
小
し
て
い
く

と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
今
か
ら
取
り
組
ん
で

い
か
な
い
と
、
私
は
呑
気
な
こ
と
言
っ
て
ら

れ
な
い
ん
で
な
い
か
な
と
こ
の
よ
う
に
思
う

ん
で
す
。

　

現
実
問
題
と
し
て
、
五
年
後
、
十
年
後
の

税
収
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
の
は
恐

ら
く
出
来
て
る
は
ず
で
す
よ
ね
。
確
実
に

減
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

そ
う
し
た
場
合
に
、
そ
う
い
う
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
ん
で
あ
れ
ば
、
当
然
、

財
政
規
模
も
そ
れ
に
見
合
っ
た
も
の
を
徐
々

に
、
引
き
下
げ
て
行
か
な
き
ゃ
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
、
そ
う
思
う
ん
で
す
が
、
最
後
に

で
す
ね
、
さ
っ
き
も
言
い
ま
し
た
よ
う
に
、

十
四
年
後
に
は
、
一
号
機
が
止
ま
り
、
そ
の

二
年
後
、
二
号
機
が
止
ま
り
ま
す
。
電
力
会

社
が
申
請
す
れ
ば
、
ま
た
再
度
動
か
す
こ
と

も
可
能
み
た
い
で
す
が
、
原
則
四
十
年
と
い

う
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
れ
で
や
は
り
、
村
の

方
も
そ
れ
に
対
応
し
た
考
え
方
で
、
財
政
を

や
っ
ぱ
り
考
え
て
行
か
な
き
ゃ
な
い
ん
で
な

い
か
な
と
思
っ
て
ま
す
。

　

そ
れ
が
、
今
か
ら
で
な
い
と
、
も
う
今
か

ら
進
め
て
行
か
な
い
と
も
う
遅
い
ん
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
か
と
い
う
こ
と
は
、
私
強
く
訴
え

て
、こ
の
質
問
を
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
い
つ
も
先
程
お
話
申
し
上
げ
た
と

お
り
健
全
財
政
と
い
う
こ
と
で
、
常
に
、
念

頭
に
置
き
な
が
ら
財
政
事
情
を
進
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
今
ま
で
の
過
程
の
中
で
、
特

に
、
こ
う
い
う
事
情
が
続
く
と
い
う
こ
と
は

当
然
、
今
、
議
員
さ
ん
が
ご
指
摘
し
た
と
お

り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
例
と
し
て
は
、
老

人
ホ
ー
ム
の
関
係
の
指
定
管
理
業
務
、
更
に

は
、
こ
れ
か
ら
発
生
す
る
い
ろ
い
ろ
な
建
物

に
対
す
る
の
考
え
方
、
そ
こ
ら
辺
を
で
す

ね
、
を
や
っ
ぱ
り
十
分
縮
小
し
て
行
く
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
と
。

　

特
に
、
老
人
ホ
ー
ム
の
場
合
で
も
、
や
は

り
財
源
的
に
は
、
人
件
費
で
一
億
を
一
般
財

源
で
使
っ
て
た
関
係
の
も
の
が
、
指
定
管
理

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
億
と
い
う
お
金
を

投
資
し
な
い
で
で
す
ね
、
福
祉
施
策
の
重
要

性
を
お
願
い
し
た
と
い
う
経
緯
も
ご
ざ
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
も
、
そ
の
財
政
規
模
と
い
う
よ
り

も
、
一
般
財
源
の
持
ち
出
し
を
少
な
く
す
る

要
因
の
中
で
含
め
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方

で
執
行
を
し
た
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
う
い
う
中
で
、
こ
れ
か
ら
も
で
す
ね
、

年
数
が
、
今
、
言
っ
た
よ
う
な
形
で
、
原
子

力
発
電
所
に
依
存
し
て
い
る
村
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
ら
を
勘
案
し
な
が
ら
見
極
め

牧

野

村

長
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た
中
で
、
財
政
の
健
全
化
を
図
り
な
が
ら
、

予
算
規
模
、
出
来
る
も
の
は
縮
小
し
て
行
く

と
い
う
形
で
進
め
て
行
く
と
い
う
考
え
方
は

変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
と
お
り

執
行
す
る
よ
う
な
形
を
取
ら
な
け
れ
ば
だ
め

だ
な
と
こ
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書

　本道の林業・木材産業は、山村地域を支える基幹産業として発展し、雇用の確保、地域経済の活性化な
どに大きく寄与してきました。
　しかし、山村では、人口の減少と高齢化が急速に進みつつあり、近い将来、集落はもとより、自治体の
存続が危ぶまれる事態をも想定されています。
　一方、地球温暖化が深刻な環境問題となっている中で、二酸化炭素を吸収・固定する森林・木材に対し
大きな関心と期待が寄せられているが、我が国においては、化石燃料への依存が高く、森林や木材が果た
す役割はこれまで以上に重要となっています。
　このような中、道では、森林の公益的機能の維持増進や森林資源の循環利用の実現に向け、森林整備事
業及び治山事業や森林整備加速化・林業再生対策等を活用し、植林・間伐や路網の整備、山地災害防止、
木造公共施設の整備など、さまざまな取り組みを支援してきたところであります。
　今後、人工林資源が本格的な利用期を迎える中、こうした取り組みをさらに加速させ、地域の特性に応
じた森林の整備・保全を着実に進めるとともに、森林資源の循環利用による林業・木材産業の成長産業化
を実現するための施策の充実・強化を図ることが必要であります。
　よって、国においては、次の事項を実現するよう強く要望します。

記
１　京都議定書第二約束期間における森林吸収量の国際的な算入上限値３．５% 分を最大限確保するため、

「地球　温暖化対策のための税」の使途に森林源吸収対策を位置づけるなど、森林整備や木材利用のため
の安定的な財　源を確保すること。
２　森林の多面的機能を持続的に発揮し、林業・木材産業の振興と山村における雇用安定化を図るため、
公共事　業である森林整備事業及び治山事業の財源を十分かつ安定的に確保すること。
３　川上から川下に至る総合的な対策の実情に合わせて柔軟に展開するため、「森林整備加速化・林業再
生対策」　を恒久化し、財源を確保すること。

小樽・後志地域における周産期医療体制を守る意見書

　北海道では、平成13年に低体重児の出生割合の増加などに伴い、特別な医療が必要なハイリスク児、ハ
イリスク分娩などに対する医療を提供するため、「北海道周産期医療システム整備計画」を策定し、その後、
国の周産期医療体制整備指針により平成23年に現在の「北海道周産期医療体制整備計画」が策定されてい
ます。
　医師の地域偏在や診療科偏在などによる医師不足問題が深刻化している中、道内３医育大学との協議や
北海道医療対策協議会、北海道総合保健医療協議会の意見も踏まえ、将来の産科医療体制の目指すべき姿
を展望し、産婦人科医師の配置など道民の大きな期待が寄せられたところであります。
　後志圏におきましては、平成13年９月28日に２次医療圏として北海道社会事業協会小樽病院（以下、「小
樽協会病院」という。）が周産期母子医療センターとして圏域で唯一指定され、今日まで後志全体の周産
期医療の中心となり重要な役割を担って参りました。
　しかし、昨年11月常勤産婦人科医師の減少により、平成27年７月より分娩はすべて扱わないとし、後志
圈の周産期医療に大きな不安と混乱を招いております。「安心して子供を産み育てる環境」を維持してい
くことは、地域住民の強い願いであり、小樽協会病院における産科医療の継続を守ることは重要でありま
す。
　よって、北海道においては、周産期母子医療センターとしての小樽協会病院が、後志圈で引き続き分娩
可能な診療体制を維持し、周産期医療の拠点病院として継続できるよう強く要望します。

意 見 書 の 提 出 ９月定例会において次の意見書を議決し、地方自治法の規定に
より、関係機関へ提出しました。
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議

会

日

誌

平
成
二
十
七
年
九
月
十
九
日
～

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日

９　

月

24
日
・
第
三
回
定
例
会
（
開
会
）

　
　

・
原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員
会

　
　

・
防
災
セ
ン
タ
ー
視
察

 

（
議
長
・
副
議
長
・
各
議
員
出
席
）

28
日
・
第
三
回
定
例
会
（
再
開
）

29
日
・
決
算
特
別
委
員
会

　
　

・
第
三
回
定
例
会
（
再
開
）

10　

月

２
日
・
泊
村
全
員
協
議
会

６
日
・
第
二
十
五
回
議
長
杯
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル 

　
　
　

フ
大
会 

（
議
長
出
席
）

10
日
・
共
和
町
合
併
六
十
周
年
・
町
制
施
行

　
　
　

四
十
五
年
記
念
式
典 

（
議
長
出
席
）

　
　

・
第
十
七
回
議
長
杯
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

　
　
　

会 

（
議
長
出
席
）

13
日
・
第
五
回
泊
村
議
会
臨
時
会

　
　

・
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
　

・
平
成
二
十
七
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般

　
　
　

会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
原
案
可

　
　
　

決

16
日
・
第
二
十
二
回
泊
村
出
身
者
の
集
い

 

（
札
幌
市　

議
長
出
席
）

22
日
・
沖
縄
県
う
る
ま
市
企
画
総
務
委
員
行

　
　
　

政
視
察
（
議
長
出
席
）

29
日
～
30
日

　
　

・
全
国
原
子
力
発
電
所
立
地
市
町
村
議

　
　
　

会
議
長
会
役
員
会

 

（
東
京
都　

議
長
出
席
）

　

「
議
会
だ
よ
り
」
第
一
五
八
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
九
月
の
第
三
回
定
例
会
に
つ
い

て
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
三
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成

二
十
六
年
度
各
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認

定
し
ま
し
た
。

　

是
非
ご
覧
に
な
っ
て
、
村
の
方
針
や
議
会

活
動
も
ご
理
解
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結　

城　
　
　

智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

浦　

弘　

文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
留
間　

文　

宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

林　

常　

次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　

茂　

樹

編
集
後
記

お　願　いお　願　い
行事案内など、行事案内など、

議長宛の文書は議長宛の文書は

議会事務局へ議会事務局へ

お届け願います。お届け願います。


